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海外の先進自治体から
行政運営の向上を学ぶ
永原譲二大任町長が全国町村会の行政視察として、５月８
日～ 18 日までの 11日間（移動日を含む）、デンマーク、ノ
ルウェー、フィンランドの３カ国を「第 53 回海外地方行政
調査」のため訪問しました。今回は調査の内容を抜粋して紹
介します。

こちら町長室×第 53 回海外地方行政調査

▲５月14日、ノルウェーにあるクヴァム市役所で意見交換を行いました。前列の右から４番目、ハイディ・サンヴェン・ボトネ
ン副市長（クヴァム市副市長）、右隣、永原譲二町長（福岡県町村会会長）、そのほか現地の参加者および行政調査の参加者

　
全
国
町
村
会
は
、
町
村
行
政

の
円
滑
な
運
営
お
よ
び
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
先
進
自

治
体
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
環

境
問
題
に
つ
い
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

で
観
光
政
策
と
農
業
政
策
に
つ

い
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
福
祉

政
策
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

目
的
を
明
確
に
し

町
村
行
政
の
発
展
に
つ
な
げ
る

　
今
回
の
視
察
で
は
、
団
長
を

務
め
た
岩
田
利
雄
千
葉
県
東
庄

町
長（
千
葉
県
町
村
会
会
長
）を

は
じ
め
、
永
原
譲
二
町
長（
福
岡

県
町
村
会
会
長
）な
ど
19
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

団長 岩田利雄 千葉県町村会会長

副団長 松本昌親 大阪府町村長会会長

団員 永原譲二 福岡県町村会会長

 〃 棚野孝夫 北海道町村会会長

〃 小林優 山梨県町村会会長

〃 伊藤定勉 滋賀県町村会会長

〃 庵逧典章 兵庫県町村会会長

〃 清水雅文 愛媛県町村会会長

〃 黒木定藏 宮崎県町村会会長

事務局 山内康弘 北海道町村会事務局長

〃 山根康夫 千葉県町村会事務局長

〃 大柴武 山梨県町村会事務局次長

〃 福永亮順 滋賀県町村会事務局長

〃 渡部明忠 愛媛県町村会事務局長

〃 松永智幸 福岡県町村会事務局長

〃 別宮隆 宮崎県町村会事務局長

〃 菅原力 全国町村会事務局次長

〃 黒田治臣 全国町村会総務部参事

〃 照井大介 全国町村会災害共済部主事

※敬称略

第53回海外地方行政調査の参加者

　
５
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の

３
日
間
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
首
都

で
あ
る
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　
５
月
10
日
、
市
内
に
あ
る
ア

マ
リ
エ
ン
ボ
ー
宮
殿
や
人
魚
姫

の
像
な
ど
歴
史
的
建
造
物
お
よ

び
街
並
み
な
ど
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　
翌
11
日
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
環

境
問
題
に
お
け
る
環
境
施
策
の

現
状
お
よ
び
課
題
に
つ
い
て
調

査
を
行
う
た
め
、
ア
マ
ー
資
源

セ
ン
タ
ー（
じ
ん
芥
処
理
施
設
）

を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設

の
調
査
で
は
、
現
地
の
職
員
か

ら
、
ご
み
処
理
の
流
れ
や
、
工

夫
が
凝
ら
さ
れ
た
施
設
構
造
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
の
視
察
に
つ
い
て

　
５
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の

３
日
間
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
南
西
部

の
海
岸
沿
い
に
あ
る
ベ
ル
ゲ
ン

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
13
日
、
ベ
ル
ゲ
ン
郊
外
ソ
グ

ネ
・
フ
ィ
ヨ
ル
ド
地
区
や
、
フ

ロ
ム
鉄
道
か
ら
の
渓
谷
の
自

然
、
そ
の
後
、
フ
ェ
リ
ー
に
て

世
界
遺
産
の
ネ
ー
ロ
イ
フ
ィ
ヨ

ル
ド
を
視
察
し
ま
し
た
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
の
視
察
に
つ
い
て

　

翌
14
日
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
観

光
政
策
と
農
業
政
策
に
つ
い
て

視
察
を
行
う
た
め
、
ク
ヴ
ァ
ム

市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。
市

役
所
で
は
、
ハ
イ
デ
ィ・
サ
ン

ヴ
ェ
ン・
ボ
ト
ネ
ン
副
市
長
を
含

む
３
名
の
出
迎
え
を
う
け
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
５
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の

３
日
間
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
首

都
で
あ
る
ヘ
ル
シ
ン
キ
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

16
日
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
福

祉
政
策
に
つ
い
て
の
視
察
を
行

う
た
め
、
エ
ス
ポ
ー
市
役
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。市
役
所
で
は
、

高
齢
者
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

担
当
す
る
エ
ス
ポ
ー
市
の
職
員

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
の
視
察
に
つ
い
て

　
３
カ
国
で
の
調
査
を
終
え
た

永
原
町
長
は
、
次
の
よ
う
に
振

り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
で
の
視
察
に
つ

い
て「
現
在
、
大
任
町
は
、
し
尿

処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立
処
分

施
設
の
建
設
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ア
マ
ー
資
源
セ
ン

タ
ー（
じ
ん
芥
処
理
施
設
）の
視

察
で
は
、
環
境
問
題
や
施
設
の

得
た
も
の
を
生
か
す
た
め
に

設
備
、
施
設
構
造
の
工
夫
な
ど
、

大
き
な
収
穫
が
得
ら
れ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
施
設
構
造
を
三

角
形
の
よ
う
な
形
と
し
た
こ
と

で
、
そ
の
斜
面
を
生
か
し
、
山

登
り
や
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

が
で
き
る
こ
と
や
、
屋
根
を
ス

キ
ー
場
と
し
て
使
用
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
行
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
ま
た
一つ
考
え
の
幅
が
広

ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
」。

　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
の
調
査
に
つ

い
て
は「
観
光
政
策
と
農
業
政

策
は
、
大
任
町
に
大
き
く
関
連

が
あ
る
部
分
で
す
。
こ
の
調
査

を
通
じ
て
得
た
こ
と
を
、
創
意

工
夫
し
な
が
ら
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
日

本
は
２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
控
え
て
お
り
、
そ
う
し
た
部

分
で
も
、
こ
の
調
査
が
今
後
の

観
光
行
政
に
生
き
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
の
調
査
に

つ
い
て
は「
大
任
町
に
限
ら
ず
、

日
本
全
体
で
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
住

民
福
祉
の
向
上
は
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
あ
る
と
調
査
を
通
じ

て
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
今

後
も
町
だ
け
で
な
く
、
日
本
の

た
め
に
も
尽
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」。
―
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

▲５月10 日、デンマークにあるアマー資源センター（じん
芥処理施設）で、環境問題における環境施策の現状や課
題について視察しました

▲５月16 日、フィンランドにあるエスポー市役所で福祉
政策についての説明をうけた後、意見交換を行いました

▲５月10 日、デンマークにあるアマー資源センター（じん
芥処理施設）で、現地の職員に施設設備やしくみなどを質
問する永原町長
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桜
の
花
び
ら
が
す
っ
か
り
と
散

り
、
田
植
え
の
準
備
が
本
格
的
に

始
ま
り
出
す
こ
ろ
、
町
内
の
各
地

区
で
次
々
と
幟の

ぼ
り
ば
た旗
が
立
て
ら
れ
て

い
き
ま
す
。五
月
晴
れ
の
空
の
下
、

勇
壮
と
風
に
な
び
く
幟
旗
に
神

幸
祭
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
こ
と

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

神
幸
祭
は
、
無
病
息
災
、
五

穀
豊
穣
、
家
内
安
全
な
ど
を
祈

願
し
た
祭
り
で
す
。
大
任
町
で

は
、
毎
年
４
月
下
旬
か
ら
５
月

上
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
、
各
地
区

で
太
鼓
や
鐘
の
音
を
響
か
せ
な
が

ら
、
神み

輿こ
し

や
山
笠
が
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
を
ま
わ
り
ま
す
。

　

広
報
お
お
と
う
で
は
、
今
年

も
で
き
る
だ
け
多
く
の
神
幸
祭
を

撮
影
し
て
き
ま
し
た
。
各
地
区
の

神
幸
祭
を
写
真
で
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

昔
か
ら
受
け
継
が

れ
る
伝
統
が
あ
る

①

②

③

④⑥

⑤

⑦⑩⑬

⑪ ⑧⑭

⑨⑮ ⑫

４
月
22
日

①
上
今
任
地
区

②
上
今
任
地
区

（
子
ど
も
神
輿
）

５
月
２
日
・
３
日

③
道
善
地
区

④
成
光
地
区

⑤
柿
原
地
区

⑦
灰
ノ
木
・
西
白
土
・

安
高
地
区

⑧
向
田
地
区

５
月
３
日

⑪
幸
神
町
地
区

⑩
東
白
土
地
区

⑫
秋
永
・
島
台
・
梅
田

地
区

⑬
富
士
見
ヶ
丘
地
区

⑥
玉
川
地
区

５
月
５
日

⑭
峰
地
区

（
子
ど
も
神
輿
）

５
月
６
日

⑮
峰
地
区

各行政区長の声
神幸祭を開催するにあたって、各地区での歴史や特徴、
思いなどを区長に尋ねました。

※６ページに続きます

⑨
皿
山
地
区

　300年以上の歴史がある「野原八幡神
社」から、五穀豊穣を願い、大人と子ど
もの神輿を出しています。特徴は区内で
５組に分かれ、順番で神幸祭を担当して
いることです。また、子ども会が活動に
協力してくれるので助かっています。今
後もみんなで伝統を受け継いでいきます。

みんなの協力があるからできること

南野隆重さん
上今任区長
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　昭和45年ごろまで下今任地区と
合同で神幸祭を行っていました。分
離した現在は「高木神社」を氏神とし
て祀り、五穀豊穣を願いながら山笠
を出しています。特徴は子ども会が
中心となり頑張ってくれているところ
です。今後もみんなで区を守ります。

道善区をしっかりと守っていく

鈴木隆さん
道善区長

　100年以上の歴史がある「菅原神
社」から、五穀豊穣・みんなの幸せ
を願い、神輿を出しています。特徴
は少子高齢化の影響を受けながら
も、みんなで協力して神輿を担ぐこ
とを継続しているところです。今年
もよき年となることを願います。

みんなの幸せを願って

渡邉高久さん
柿原区長

　「高木神社」から五穀豊穣を願い、
神輿を出しています。少子化の影
響で担ぎ手が減るなか、台車を取
り入れ神幸祭を継続しています。特
徴は、宮司さんが３人来て、祭典を
行うことです。今後も成光地区が
ある限り神幸祭を継続したいです。

伝統を継続していく義務がある

植田照信さん
成光区長

　昭和34年ごろまで桑原地区と合同
で神幸祭を行っていました。現在は「玉
川神社」から五穀豊穣を願い、山笠を
出しています。特徴は多くの子どもた
ちが参加してくれることです。子ども
の笑顔をみると、今後も地域のために
続けたいという気持ちが強くなります。

世代を超えた地域交流の場

長原幸生さん
玉川区長

　向田地区を支える「出雲神社」から
五穀豊穣を願い、山笠を出しています。
特徴は、山車の屋根に魔除けの効果
がある鬼の彫刻があることです。また、
田川市の川渡り神幸祭の山笠と同じ
型の建築様式でできています。今後
も地区全員で出雲神社を守ります。

地域での交流を大切にしたい

奥永一秋さん
向田区長

　昔ながらの歴史を募る「菅原神社」
から五穀豊穣・天下太平を願い、神輿
を出しています。特徴は安高区、西白
土区、灰ノ木区の３行政区合同で行っ
ていることです。長年、担ぎ手が不
足していますが、台車を使いながら今
後も神幸祭を継続していきたいです。

３行政区で行う昔ながらの神幸祭

杉原明光さん・大森茂光さん
西白土区長・灰ノ木区長

　大きな神社が区内にないため「公民
館」から五穀豊穣・人々の健康を願い山
笠を出しています。特徴は神幸祭にな
ると、昔住んでいた人が帰ってくるこ
とです。子どものころに参加していた
人間が、親になって子どもを連れて参
加する姿などを見ると喜びを感じます。

若い世代に盛り上げてほしい

長原憲博さん
富士見ヶ丘区長

　猿田彦（人生の道案内の神様）を
信じ、天下太平・住民の健康を願い
ながら山笠を出しています。特徴は、
少子化の影響を受けながらも、軽ト
ラックを利用して山笠を引っ張るな
ど工夫をしていることです。今後も
住民同士が交流のある区を築きます。

みんなが過ごしやすい地域を築く

三宅力さん
幸神町区長

　五穀豊穣を願い「公民館」から山笠を
出しています。特徴は巡幸の途中にみ
んなで輪をつくり、踊りを踊ることです。
祭りとなると、幅広い年齢の人が集ま
るので楽しいですね。子どもの数は減
少していますが、伝統を守るためにも、
神幸祭を継続していきたいです。

地域の一体感が感じられる

長野眞瑩さん
皿山区長

　毎年島台区、秋永区、梅田区の３行
政区合同で「貴船神社」から五穀豊穣・
無病息災を願い、神輿を出しています。
特徴は県内で川に入る神幸祭は２つし
かなく、そのうちの１つであることです。
高齢化の影響で川に入れない年もあり
ますが、頑張って継続していきたいです。

川渡りを継続することは３区の目標

太田盛久さん
梅田区長

　「貴船神社」の祭神を氏神として祀
り五穀豊穣を願い、大人と子ども山
笠を出しています。特徴はほかの行
政区からの参加もあることです。現
在は神幸祭をやめてしまった区もあ
るので、ほかの区からも参加したい人
がいれば、ぜひ参加しにきてください。

神幸祭はみんなで楽しむもの

坂本年行さん
峰区長

　農事に不可欠の水を授ける神を祀
る「貴船神社」から五穀豊穣を願い、
神輿を出しています。特徴は祭典で
のお供えものが多いことです。近年は
担ぎ手の減少に伴い、数年前から台
車での巡幸となっていますが、継続す
ることに意味があると思っています。

神幸祭を継続することに意味がある

﨑山茂さん
東白土区長

まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

　４月下旬から５月上旬にかけて、サボテンハウスで色とり
どりの花サボテンが一斉に開花しました。上記の写真は、ハ
ウスでサボテンの世話をする渡邉高久さん（柿原）が花を観賞
するために交配したサボテンで、自宅で種子や小苗から大き
くして持ち込んだものです。渡邉さんは「ハウスでは 100 種
類を超えるサボテンを育てています。夜に咲く花、朝に開く
花とさまざまで、開花予想が難しいのが現状です。しかし、
今後も条件がそろうと花の共演がみられるので、ぜひ足を運
んでください」と話していました。

サボテンハウスで花が咲きそろう
サボテンハウスで花サボテンが開花

▼６月にかけて花サボテンは何度も多彩に咲き誇ります

　５月６日、田川市総合体育館で行われた「第 19 回福岡県空
手道選手権大会」に、NPO 法人日本空手松涛連盟の選手が
参加し、見事な結果を残しました。結果は以下のとおりです。
▶個人戦型・組手（準優勝）坂本竜太郎　
▶個人戦型（３位）鶴田真唯　
▶個人戦組手（準優勝）朝部博海
▶個人戦組手（準優勝）朝部歩海
▶個人戦組手（３位）前田みりあ
※敬称略　※全国大会には、上記の５人が出場します

努力の成果を本番で発揮
NPO法人日本空手松涛連盟の選手が大会で上位に輝く

▲選手たちは日ごろから大きな声をだし、練習に励んでいます

▼土を整えた後に決められた色の花苗を植え付けました

　５月 20 日、レインボーホールや中央公園周辺で町内ボラ
ンティアによる花植え作業が行われました。
　開会式では、小田玲子教育長が「今年は多くの町内ボラン
ティアに加え、大任小学校と今任小学校の全校児童が参加し
てくれています。みんなで花いっぱいの美しいまちづくりを
しましょう」とあいさつ。その後、ポーチュラカやマリーゴー
ルドなど合わせて 4,640 本の苗を植え付けました。620 人
集まったボランティアのおかげでスムーズに作業は終了。夏
には満開の花が道行く人を楽しませてくれることでしょう。

花で包まれる美しい町を目指して
花植えボランティアを実施

▲チューリップの球根を根から一生懸命に抜きとる児童たち ▲縦と横のバランスを考え、花苗を植え付ける場所を決める参加者
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６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
人
権
擁
護
委
員
が
、
家
庭
内
の
悩
み

ご
と
や
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め

や
差
別
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き　

６
月
６
日
㈬　
10
時
～
12
時

■
と
こ
ろ　

大
任
町
役
場 

視
聴
覚
室

■
相
談
料　

無
料

問
田
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
44
・
１
４
２
６

全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

福祉課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

ふるさと館おおとう ☎41・2055

　夏祭りチャリティーカラオケ参加者を募集
　夏の一大イベントとして定着した「道の駅おおとう桜街道夏祭り」。そのステー
ジで開催されるチャリティーカラオケの参加者を次のとおり募集します。
■募集期間　６月５日火～ 22日金
■必要事項　名前、住所、リクエスト曲、キー
の高さ、連絡先を応募の際に連絡ください。
■募集定員　30人程度
※定員を超えた場合は選考となります
問夏祭り実行委員会（総務企画財政課 企画係）　☎63・3000

Information
夏祭りを盛り上げよう

一緒に楽しく踊りを練習しませんか

　おどり愛好会では、８月末開催予定の夏
祭り・盆おどり花火大会に向け、踊りの練
習を行います。練習するのは「大任音頭」

「これから音頭」「炭坑節」の３演目です。
たくさんの参加をお待ちしています。
■とき　６月23日土・７月21日土・８月４
日土（いずれも13時30分～ 15時）
■ところ　大任町公民館
問おどり愛好会　中村嘉子　☎ 63・2411

利用者の支えになる
コミュニティバス運転手募集

　大任町社会福祉協議会では、コミュニティ
バスの運転手を下記のとおり募集します。
■資格　自動車免許中型以上所有で健康な人
■給与　月額152,650円
■待遇　健康保険・厚生年金保険・労働災
害補償保険
■対象者　65歳までの人
■勤務時間　①午前６時から午後７時20分
②午前６時45分から午後８時10分
※実働１日11時間。上記の① ②のシフト
制による１ヵ月単位の変形労働時間。２日
勤務後２日休み
※電話連絡後、履歴書を持参ください
問大任町社会福祉協議会　☎63・4828

　５月１日、飯塚・直方県税事務所の特別対策班
が大任町に派遣され、辞令交付式が行われました。
　この対策班は、町民税の徴収率向上に取り組む
ために設置されたものです。本町も特別対策班と
協力し、町税などの滞納整理に取り組みます。今
後とも、より一層の歳入確保に力を尽くしていき
ます。
問税務課 徴収係　☎63・3002

　特別対策班辞令交付式

●
65
歳
以
上
の
人
へ

　

平
成
30
年
度
の
市
町
村
民
税
な
ど
を

も
と
に
、
介
護
保
険
料
の
計
算
を
行
い
、

そ
の
決
定
通
知
書
を
７
月
下
旬
ご
ろ
に

郵
送
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
き
め
細
か
な
保

険
料
と
す
る
た
め
、
所
得
段
階
を
25
の

区
分
に
分
け
、
市
町
村
民
税
や
世
帯
の

状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、
該
当
す
る
所
得

段
階
の
保
険
料
額
を
決
定
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を
送
付

●
納
付
の
方
法

▼
年
金
天
引
き
の
場
合

　

介
護
保
険
料
を
継
続
し
て
年
金
天
引

き
で
納
め
て
い
る
人
は
、
決
定
し
た
年

間
保
険
料
額
か
ら
４
・
６
・
８
月
に
天
引

き
し
た
保
険
料
を
差
し
引
い
た
金
額
を
、

10
・
12
・
来
年
２
月
に
年
金
天
引
き
で
納

め
ま
す
。

▼
納
付
書
お
よ
び
口
座
振
替
の
場
合

　
８
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
納
め
ま
す
。

※
年
間
18
万
円
以
上
の
老
齢
、
障
害
、
遺

族
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
年
金

天
引
き
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
65
歳

に
な
っ
た
人
、
広
域
連
合
外
の
市
町
村
か

ら
転
入
し
た
人
な
ど
の
場
合
は
、
年
金

天
引
き
の
開
始
が
半
年
か
ら
１
年
後
と

な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
納
付
書
や
口

座
振
替
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い

※
災
害
や
失
業
な
ど
の
理
由
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
減
免
や
納

付
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
一
度
相
談
く
だ
さ
い

問
福
祉
課 

福
祉
係

☎
63
・
３
０
０
４

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
若
々
し
く
い
る

た
め
に
、
自
宅
で
で
き
る
セ
ル
フ
ケ
ア
の

方
法
や
知
識
な
ど
を
生
徒
の
皆
さ
ん
に

学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
60

才
か
ら
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
講
座
を

60
才
か
ら
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

　

介
護
業
務
従
事
者
お
よ
び
従
事
予
定

者
を
対
象
に
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修

を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
18
日
㈭
～
平
成
31
年
１
月
24
日
㈭

■
と
こ
ろ　

田
川
市
民
会
館

■
申
込
期
間　

９
月
21
日
㈮
ま
で 

※
必
着

■
申
込
用
紙
配
布
場
所　

福
祉
課 

福
祉
係

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
麻
生
教
育
サ
ー
ビ
ス

☎
０
９
２
・
４
３
２
・
６
２
６
６

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
者
を
募
集

　
平
成
30
年
度
自
衛
官
採
用
試
験（
自
衛

官
候
補
生
）を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
と
き　

７
月
７
日
㈯
、
８
日
㈰

自
衛
隊
採
用
試
験
案
内

実
施
し
ま
す
。

■
と
き　

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日　

13
時
30
分
～
15
時　
（
６
月
22
日
㈮
か

ら
ス
タ
ー
ト
）

■
と
こ
ろ　

大
任
町
公
民
館 

２
階
和
室

（
日
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

■
講
師　

角
田
英
子
氏

■
参
加
費　

１
０
０
０
円
～
１
５
０
０
円（
資
料
代
お

よ
び
部
屋
代
）

■
内
容　

ヨ
ガ
、
顔
ヨ
ガ
、
ヘ
ッ
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
や
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

※
内
容
に
よ
っ
て
は
、
専
門
の
別
の
講
師

を
呼
ん
で
講
座
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

問
角
田
英
子　
☎
82
・
０
０
６
１

・「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」っ
て
ど
ん

な
サ
ー
ビ
ス
？

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」は
年
金
記
録
な

ど
、
自
分
の
年
金
に
関
す
る
情
報
を
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
い
つ
で

も
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
受
け

取
る
老
齢
年
金
の
見
込
額
を
試
算
で
き

る
機
能
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

現
在
と
同
じ
条
件
で
、
60
歳
ま
で
年
金

制
度
に
加
入
し
た
場
合
の
見
込
額
を
試

算
す
る「
か
ん
た
ん
試
算
」、
条
件
を
設

定
す
る「
質
問
形
式
で
試
算
」「
詳
細
な

条
件
で
試
算
」な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
電
子
版「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」の
閲
覧
や
、
日
本
年
金
機
構
が
郵
送

し
た
各
種
通
知
書
の
確
認
が
で
き
ま
す
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
で
は
、
本
人
の
年

金
記
録
の
確
認
お
よ
び
将
来
の
年
金
額

の
確
認
の
み
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

・「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
利
用
す

る
に
は
？

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
利
用
登
録（
ユ
ー
ザ

ＩＤ
の
取
得
）

が
で
き
ま
す
。
登
録
に
は
基
礎
年
金
番

号
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
必
要
で
す
。

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
、
基
礎
年

金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
を
用
意
し

６

便
利
な「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
登
録
を

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
福
祉
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
の
手
順

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

登録の手順

■
と
こ
ろ　

小
倉
駐
屯
地
な
ど

■
申
込
期
間　

６
月
22
日
㈮
ま
で

■
資
格　

18
歳
以
上
で
、
27
歳
未
満
の
人

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部 

飯
塚
地

域
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
22
・
４
８
４
７

　

就
活
や
面
接
の
コ
ツ
、
応
募
書
類
の

40
歳
か
ら
の
個
別
就
職
相
談（
無
料
）

書
き
方
な
ど
を
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
ま
す
。

■
と
き　

毎
週
月
曜
日　

10
時
～
17
時

■
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
川

■
対
象
者　

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
求

職
者

■
参
加
費　

無
料

■
必
要
な
も
の　

筆
記
用
具
、
履
歴
書

問
福
岡
県
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
４
３
３
・
７
７
８
０

　

放
送
大
学
は
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
な

ど
を
利
用
し
て
、
自
宅
に
い
な
が
ら
学

習
で
き
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。
15
歳

以
上
で
あ
れ
ば
、
無
試
験
で
入
学
で
き
、

大
卒
と
同
じ
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間　

８
月
31
日
㈮
ま
で

問
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
５
８
５
・
３
０
３
３

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集
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さまざまな方面から高齢者のみなさんを支援します

こんにちは！地域包括支援センターです

　4月26日、見立病院と協力して「認知症の予防」について第1回認知症出前講座を開催し、18人が
参加しました。講座を初めて聴いた参加者は「講師の先生がとても丁寧に説明をしてくれるので、大
変分かりやすかったです」と話していました。
　講座では、早期発見の重要性や認知症と単なる物忘れの違い、認知症予防に有効とされる食事内容、
日常生活の中でのポイントなどについてクイズを交え楽しく学びま
した。認知症は、高齢になるほどリスクが高くなります。認知症の
人もそうではない人も、毎日のちょっとした工夫で少しでも症状を
遅らせる事ができます。不安を軽減し、安心して過ごせるよう認知
症に対する理解の輪を広げることが将来的に重要となります。
　第1回目に参加されていない人にも分かりやすい内容となってい
ますので、ぜひお誘い合わせのうえ、気軽にご参加ください。興味のある人は、大任町地域包括支
援センターまで電話にて連絡ください。定員となり次第締め切りとなります。

出前講座

とき：６月25日月 12時30分～ 13時

ところ：島台隣保館

大任町地域包括支援センター

（レインボーホール・老人福祉センター内）

８時30分～17時15分（月～金）

☎41・8060

後期高齢者医療：健康診査・歯科健診の案内
元気な体を守り続けるために

健康診査
被保険者を対象に、生活習慣病の発症や重
症化の予防などを目的として健康診査を実施
しています。

対象者

被保険者。ただし、予防のための健康診査であ
るという目的から、生活習慣病の治療を受けてい
る人などは対象者となりません。
※生活習慣病とは、糖尿病、高血圧症、脂質異
常症、そのほかの疾病で内臓脂肪の蓄積に起因
するもの

受診票の送付時期

①平成30年４月末現在で被保険者の人。
４月下旬から５月初旬。
②平成30年５月以降に75歳になる人。
75歳になる誕生月の10日ごろ（誕生日前の受診
はできません）。

受診の方法

かかりつけ医、もしくは、前回に健康診査を受け
た医療機関に後期高齢者健康診査が受診できる
かを確認し、予約をしてください。受診の際は必
ず「被保険者証」「受診票」「自己負担金500円」
を持参してください。
※11月実施の集団健診でも受診できますので、
住民課衛生係へお問い合わせ（予約）ください
問 住民課 衛生係　☎ 63・3003

歯科健診
平成30年度から下記の被保険者を対象に、
後期高齢者の口腔機能の低下や肺炎などの
疾病を予防するため、歯科健診を実施します。

対象者

本年度76歳を迎える県内の被保険者（昭和17年
４月１日から昭和18年３月31日生まれの人）。
※長期入院者、施設入所者などは除く

受診期間

平成30年６月１日金から12月31日月まで

受診券の送付時期

平成30年５月中旬に広域連合より郵送しています。

受診の方法

必ず同封している歯科健診の実施医療機関に予
約のうえ、受診してください。

受診時に必要なもの

「受診券」「被保険者証」「受診料300円」「質問票」
（質問票は記入して実施医療機関に持参してください）。

その他

平成32年度までは、77歳以上になられる被保
険者で歯科健診を希望する人も受診できます。
※詳しくはお問い合わせ先まで連絡ください
問福岡県後期高齢者医療広域連合 お問い合わせ
センター
☎ 092・651・3111　FAX 092・651・3901

国民健康保険の税率などが変わります

　国民健康保険税の税額算定は、平成29年度まで４方式（所
得割＋資産割＋均等割＋平等割）を採用していましたが、平
成30年度からは資産割を廃止し、３方式（所得割＋均等割
＋平等割）を採用します。

資産割を廃止し、３方式に変更

①国保の制度改革に伴い、県が財政運営の責任主体となっ
ていて、県内統一の運営方針である３方式となったため。
②被保険者が固定資産税との二重の負担感をもっているため。

資産割廃止の理由

　今回の税率等の改定では、資産割の廃止に伴う税収の
不足分を他の所得割、均等割、平等割に振り分けること
で補っています。国民健康保険事業は、加入者全員がお
互いを支え合う税の公平性に基づき実施しています。国
保税は国保制度を維持するための重要な財源です。加入
者の皆様におかれましては、国保税の納付により一層の
ご理解とご協力をお願いします。
※詳しくはお問い合わせください
問 福祉課 国保・年金係　☎ 63・3004

区分 医療保険分（０～ 74 歳） 後期高齢支援分（０～74 歳）介護保険分（40 ～ 64 歳） 合計
所得割 9.8％ → 10.5％ 2.0％ → 2.4％ 1.7％ → 2.1％ 13.5％ → 15.0％

資産割 33.0％ → 廃止 ３.0％ → 廃止 ４.0％ → 廃止 40.0％ → 廃止

均等割 23,000 円 → 24,000 円 8,000 円 → 9,000 円 7,000 円 → 8,000 円 38,000 円 → 41,000 円
平等割 26,000 円 → 27,000 円 6,000 円 → 7,000 円 5,000 円 → 6,000 円 37,000 円 → 40,000 円

大任町国民健康保険税率表（左側29年度→右側30年度）

受診期間

平成31年３月31日日まで
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▼田川広域観光協会が結成したクイーンビースの一員としてPR活動を行う永原さん

田川の魅力を伝えていく
　「任期は１年ですが、明るく元気に前向きな行動を行う
ことをモットーに田川８市町村の魅了をPRしています」と
笑顔で話してくれたのは永原彩香さん。現在は、社会福祉
法人大任町社会福祉協議会に勤務しながら、田川広域観光
協会が結成したクイーンビースの一員（大任町担当）として
活動しています。クイーンビースは、昨年９月に田川８市
町村の魅力を全国に伝えることを目的に各市町村の代表８
人で結成され、昨年９月末に福岡市中央公園で行われた筑
豊フェアでデビューしました。
　クイーンビースに応募したきっかけは、友人から募集の
ことを聞き、手に入れたチラシに「明るく元気で積極的な女
性スタッフ」というキャッチコピーがあったからだそうです。
８ヵ月間の活動を振り返った永原さんは「最初は、礼儀作法
はもちろん発言力を身につけることから始まり、日々勉強と
いった状態でした。大任町の代表としてイベントなどで情
報発信を行うので、責任は重大です。しかし、日ごろから
役場職員と連携をとることで、安心してPR活動をすること
ができています」と話してくれました。また、大任町の魅力
について聞くと「花いっぱいのまちづくりを中心に、マラソ
ン大会や夏祭り、しじみ祭りなどイベントが盛んな町です。
特産品についてもにんにく球や黒にんにくをはじめ、桜マン
ゴーや納豆、豆腐など、健康とおいしさの魅力がたくさん
詰まっている町だと思っています」と語ってくれました。
　最後に「これからも初心を忘れず、皆さんに住みたいま
ち、訪れてみたいまちと思っていただけるよう、明るく元
気に大任町の魅力をPRしていきたいと思っています」と話
してくれた永原さんの今後に注目です。

永
な が

原
は ら

 彩
あ や

香
か

さん

クローズ・アップ

−田川広域観光協会クイーンビース− vol .140

ち ゃ ん ３歳
Ｈ27年６月３日生まれ

皿山・女の子

６月の休室日

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

の日が休室日です。

※そのほか、多数入庫しています

日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 31 １ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

D V D 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
●エベレスト 　　         バルタザール・コルマウクル    監督
●キングスマン 　     　　　     マシュー・ヴォーン    監督
●妖怪ウォッチ① 　　　　　　　　　ウシロ シンジ    監督
C D 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
●The Melody ～ 100 年の音楽～        川井 郁子     　
●DIRTY WORK-THE ALBUM 　           AUSTIN MAHONE            

一般書
●雲上雲下　　　　　　　　　　　　  朝井 まかて    著
●居酒屋ぼったくり⑨   　　　　　　　    　　　  秋川 滝美      著
●へたおやつ 　　    　　　　　　　     白崎 裕子 　 著 
児童書
●12 歳たちの伝説　   　　　　　 　　     後藤 竜二      作
●ドライブにいこう   　　　　　　  間瀬 なおかた    作
●はなさかじいさん 　　           こわせ たまみ 　 文 

町と地域をつなぐ糸

　私は還暦を迎えてから念願であった野菜栽培を始めま
した。ハウスを新設して始めた小松菜栽培では、分からな
いことや不安な部分があり、周囲の農家に教わるなど多く
の人に助けてもらいました。そのおかげもあり、道の駅に
小松菜やほうれん草などの野菜を出品することができて
いると思います。また休日には、県外などに魚釣りに行き、
リフレッシュをしながら野菜栽培をしています。私なりに
努力し、こだわって栽培した野菜をぜひお試しください。

野菜は手をかけた
分だけ応えてくれる

～道の駅おおとう桜街道から情報を発信～

　私たちは、主にフードコートや施設内の清掃を行ってい
ます。４人の交代制で清掃をしているため、土・日・祝日な
どは特に大変です。しかし、大変な中でも喜びを感じるこ
とができます。それは、お客さんの声です。「ありがとう」「い
つもきれいやね」などの言葉をかけられたとき「やっててよ
かった」と心から思えるんです。今後も「衛生面を第一に」
をモットーに４人で力を合わせ、お客さんにまた来たいと
思っていただけるきれいな道の駅を築いていきます。
問 道の駅おおとう桜街道 もみじ館　☎63・4430

いつもきれいでお客さん
に喜んでもらえる環境を

石川江美子さん・宮本ゆみ子さん
道の駅おおとう桜街道従業員 杉原秀記さん

　７月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を募集
します。次回の締め切りは６月15日金です。
問総務企画財政課 広報係　☎63・3000

　４月11日、平成30年度今任小学校入学式が行われ、
男子９人・女子11人の20人の児童が入学しました。入学
式では、新入生は６年生の世話で「靴・上靴・ランドセル」
などを決められた場所に置き、自分の席にきちんと座るこ
とができました。担任の先生の話も「目と耳と心」でしっか
りと聴くことができ、登校初日から百点満点の内容でした。
また、在校生代表の６年生が今任小学校の１年間を、劇や
呼びかけでわかりやすく伝えることができました。教室で
も、６年生が式に向けてのあいさつの仕方を教えたり、ト
イレに連れて行ったりするなど世話活動を頑張りました。
さらに、入学式後も「朝の登校、掃除、休み時間」など、
さまざまな場面で世話活動ができています。頼もしくやる
気のある６年生です。
　今任小学校の児童は笑顔で元気のよいあいさつができ
ます。頼もしい６年生を中心に「笑顔あふれる学校」となる
よう職員一同全力で取り組みます。地域の皆さん、保護
者の皆さん、どうぞよろしくお願いします。
問教育課 学校教育係  ☎63・3110

85 人の笑顔でスタート ！!

教 育 信通 今 校学任 小

く ん １歳
Ｈ29年６月22日生まれ

池本・男の子

ち ゃ ん ２歳
Ｈ28年６月２日生まれ

富士見ヶ丘・女の子

ち ゃ ん ３歳
Ｈ27年６月19日生まれ

上今任・女の子

※上記の右側の写真は自己ベスト（イシダイ4.7㎏・大きさ66㎝）
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（平成 30 年４月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,696 人 （＋ 28）   756 人 （±０） 2,452 人 （＋ 28）

女 1,708 人 （＋ 28） 1,116 人 （±０） 2,824 人 （＋ 28）

計 3,404 人 （＋ 56） 1,872 人 （±０） 5,276 人 （＋ 56）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,513 世帯 （＋ 14）

■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故   10 件 （48 件）
●人身事故   １ 件 （11 件）
●死亡者数   ０ 件 （１件）
●負傷者数   ２ 件 （14 件）

（　）内は平成 30 年の累計

交通事故発生状況（４月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　ＡＴＭを操作してお金が戻ってくる
ことは絶対にありません。
　電話でお金の話をされたら詐欺と
疑ってください。

町内犯罪発生状況（４月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい ０件

空き巣・忍び込みなど ０件

◆
今
月
の
表
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　脳梗塞の治療は、この数年で急速に進歩していますが、一方で近年の寝た
きり状態の原因の 40％は脳血管障害で７割近くが脳梗塞によるという結果
が出ています。また、発症後３時間以内に治療できれば、寝たきりや介護が
必要な状態になる前に救える確率が高くなります。今回の講演会では、新し
い脳梗塞の治療を紹介します。この機会にぜひ、足を運んでみてください。
とき　６月17 日日　午後２時～（１時間半程度）
■ところ　レインボーホール　■参加費　無料
■講演者　赤池祐司先生（新行橋病院 副院長兼脳神経外科主任部長）
■共催　部落解放同盟大任連絡協議会、全日本同和会大任連絡協議会、田
川政策研究会
問部落解放同盟大任連絡協議会（担当：岩口）　☎ 63・2260

寝たきりの高齢者を少なくするために
赤池祐司先生による最近の脳梗塞治療についての講演会

６/17
日

開催

 ６月行事予定表 水無月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 28 29 30 31 １ ２
【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

身体障がい者
巡回相談

【添田町オークホール
9時30分〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

チャレンジデー
【町内全域 ０時〜午
後9時】

固定資産税
第１期納期限
軽自動車税
納期限

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
こどもの読書
週間イベント

【図書室 10時30分〜
12時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

１歳６ヵ月児健診
(対象者個別通知)

【多目的13時30分〜
14時30分】

心配ごと相談
(人権・行政相談あり)

【視聴覚 10時〜12時】

大任中３年生
実力テスト

今任小授業参観
大任中花の日

10 11 12 13 14 15 16
大任小５年生
のぞみの里交流

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

フラワーアレンジ
メント講座

【公民館 13時〜15時】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

弁護士
出張無料相談

【視聴覚 13時〜16時】
※要予約

17 18 19 20 21 22 23
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

福岡県学力調査
(中学１，２年・小学５年）

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児
対象者個別通知)

【集会室13時30分〜
14時30分】

前期総合健診
【役場 ８時30分〜】
※要予約

踊り愛好会
盆踊り練習日

【公民館 13時 30 分
〜 15時】
※詳細は９ページ

24 25 26 27 28 29 30
前期総合健診

【役場 ８時30分〜】
※要予約

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

２ヵ月児
親子家庭訪問
(対象者個別通知)

【対象者自宅 】
※要予約

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

◆香春町（http://www.town.kawara.fukuoka.jp/）

●第９回香春町たくみまつり
■内容　素人そば打ち公開昇段審査会をはじめ、作
品展示や体にやさしい食事バイキング、楽しいたくみ
講座やステージショーが行われます。
■とき　６月17日日　９時30分～ 16時
■ところ　香春町町民センター
※イベント共通券500円

※共通券を購入した人には抽選で打ち立てそばのお土

産があります

■費用　各講座材料代・食事代100円～ 200円
◎素人そば打ち昇段審査会挑戦者募集

■定員　先着10人 (1組４人まで）
■参加費　審査料3,000円　認定料2,000円
■申込先　竹庵　☎090・8764・3101
問知恵と技の会事務局　☎090・2969・4655

１日金～ 29日金
児童手当現況届受付開始

27日水～ 28日木
大任小５年生宿泊合宿

（海の中道）

７月２日月
町県民税第１期納期限

　季節の花に癒されながら、あなただけのフラワーアレンジメントをしてみ
ませんか。作った作品は持ち帰ることができ、自宅などに飾って楽しむこ
とができます。大任町公民館で花とふれあう素敵な機会にぜひ、参加して
みてください。
■とき　７月10 日火　■ところ　大任町公民館 １階会議室
■講師　宗近由喜子氏（フラワー装飾技能士国家資格１級を取得）
■定員　先着 10 人（教育課窓口にて事前申込）　■参加費　花代 :2,500 円
■申込期間　６月 29 日金
※大任町内に在住の人もしくは町内に勤務している人が対象です
問教育課 社会教育係　☎ 63・3110

生活を彩る花のある暮らし
フラワーアレンジメント講座

７/10
火

開催
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